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針路

高 知
県労連
高 知

県労連
    

全
労
連
四
国
地
区
協
議
会
は
、
３
月
６
日
に
高
松
市
で
「
四
国
総
行
動
」
を
実

施
、
６
０
名
が
参
加
し
春
闘
勝
利
へ
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
要
求
で

経
産
局
・
整
備
局
・
運
輸
局
・
人
事
院
・
Ｊ
Ｒ
四
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

　　 

高
知
市
で
中
学
校
給
食

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

予
定
で
は
２
０
１
８
年
度
の

３
学
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

全
労
連
四
国
地
区
協
が
四
国
総
行
動
実
施

地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会
へ

る
。
中
学
校
給
食
の
実
施
は
、
署
名
活

動
な
ど
に
よ
っ
て
高
知
市
民
が
実
施
さ

せ
た
も
の
で
、
要
求
と
運
動
が
結
び
つ
い

た
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
▲
一

方
、
高
知
市
が
決
め
た
中
学
校
給
食

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
２
か
所
作
り
、
そ

こ
か
ら
配
給
す
る
と
い
う
も
の
。
セ
ン

タ
ー
内
の
調
理
は
委
託
す
る
。
直
営
で

実
施
す
る
よ
り
年
間
３
０
０
０
万
円
も

割
安
に
な
る
と
の
こ
と
。
２
か
所
で
作

ら
れ
た
給
食
は
、
最
大
３
０
分
か
け
て

各
中
学
校
に
配
給
さ
れ
る
▲
給
食
の
委

託
化
は
高
知
市
内
の
小
学
校
で
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
給
食
セ
ン

タ
ー
と
同
じ
「
安
い
」
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。
い
く
つ
か
の

懸
念
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
防
災
面
で

あ
る
。
高
知
市
の
直
雇
用
で
あ
れ
ば
、

震
災
発
生
時
に
は
炊
き
出
し
等
の
支
援

が
迅
速
に
行
え
る
。
し
か
し
、
委
託
先

に
は
そ
の
義
務
は
な
い
。
さ
ら
に
給
食

セ
ン
タ
ー
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
浸
水

地
域
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
事
態
は
被
災

を
免
れ
た
と
し
て
も
、
浸
水
し
た
地
域

に
ど
う
や
っ
て
食
料
を
運
ぶ
の
か
▲
次
に

地
産
地
消
の
面
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の

場
合
、
給
食
数
が
多
く
、
地
域
の
野
菜

で
は
賄
い
き
れ
な
い
。
委
託
に
よ
っ
て
安

く
経
費
を
抑
え
た
と
し
て
も
地
域
経
済

への
波
及
が
あ
る
の
か
。
多
く
の
課
題
を

抱
え
な
が
ら
中
学
校
給
食
は
動
き
続
け

て
い
る
。
（牧
）

地
域
の
経
済
と
住
民
の
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
守
る
施
策
を
求
め
要
請

　 

Ｊ
Ｒ
四
国
への
要
請
で
は
、
社
長
が

「
不
採
算
路
線
の
廃
線
の
可
能
性
」に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、「
住
民

の
足
を
守
る
」と
い
う
公
共
交
通
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
北
海
道
の
例

も
あ
る
。
経
営
は
厳
し
い
環
境
。
使
命

は
自
覚
し
て
い
る
が
、
経
営
が
成
り
立
た

な
け
れ
ば
、
そ
れ
も
果
た
せ
な
い
。
そ

う
い
う
事
態
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

を
言
っ
た
も
の
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　 

田
口
委
員
長
か
ら
は
、「
四
国
島
民

が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
公
共
交
通
と
し

て
の
使
命
を
果
た
す
と
い
う
決
意
。
だ

か
ら
、
利
用
し
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
熱

意
だ
。
行
政
に
対
し
て
も
大
い
に
援
助

を
申
し
出
て
ほ
し
い
。
我
々
も
応
援
す

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　 

Ｊ
Ｒ
四
国
は
、「
Ｊ
Ｒ
だ
け
で
は
な
く
バ

ス
も
含
め
た
総
合
的
な
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
議
論
す
る
場
が
必
要
」
と

の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　 

四
国
経
産
局
で
は
、
あ
ま
り
に
も
企

業
支
援
に
傾
き
す
ぎ
て
お
り
、
そ
こ
で

働
く
労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
の

底
上
げ
が
二
の
次
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
も
っ
と
労
働
者
への
直
接
支
援

の
施
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。

　 

四
国
整
備
局
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
し
て
い
る
設
計
労
務
単
価
算
出
の
根

拠
と
な
る
設
計
労
務
費
調
査
に
つ
い
て
、

四
国
整
備
局
で
も
調
査
結
果
を
取
り

ま
と
め
、
各
県
で
労
働
者
の
賃
金
が
本

当
に
上
が
っ
て
い
る
の
か
を
公
表
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン(

続)

　 

３
月
３
日
に
は
、
地
域
活
性
化
キ
ャ

ラ
バ
ン
で
高
知
市
執
行
部
と
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。
井
上
哲
郎
副
市
長
（経
済
産

業
省
）
は
じ
め
各
課
長
が
対
応
し
ま
し

た
。

　 
懇
談
で
は
、
人
口
の
４
６
％
を
集
め

る
高
知
市
が
、
県
全
体
の「
人
口
ダ
ム
」

の
役
割
を
ど
う
果
た
す
の
か
の
決
意
を

問
い
か
け
ま
し
た
。

　 

県
全
体
の
人
、
物
を
高
知
市
に
集

め
、
太
い
パ
イ
プ
で
中
央
に
流
し
込
む
の

で
は
な
く
、
県
内
各
地
域
が
自
立
し
て

や
っ
て
い
け
る
よ
う
、
高
知
市
が「
中
枢

都
市
構
想
」を
他
の
自
治
体
と
も
協
力

し
て
ど
う
仕
上
げ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
文
化
が
香
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

都
市
に
ど
う
発
展
さ
せ
る
の
か
、
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

日高村長と

高知市との懇談の様子

香美市での様子

四国総行動の様子
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県
労
連
は
２
月
１
９
日
、
こ
う
ち
青
年
セ
ン
タ
ー
に
て
第
３
１
回
中
央
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
央
委
員
会
に
は
県
労
連
加
盟
組
織
か
ら
約
６
０
名
が
参
加
し
、

基
本
方
針
「
月
額
２
０
０
０
０
円
、
時
間
額
１
５
０
円
以
上
の
賃
上
げ
」
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
、
組
織
の
活
性
化
を
大
い
に
進
め
、
組
織
拡
大
と
と
も

に
春
闘
の
前
進
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

第
３
１
回
中
央
委
員
会
を
開
催

発
言
の
紹
介

組
織
活
性
化
で
春
闘
前
進
を
確
認
！

県
教
組
　
植
野
委
員

　 

年
末
に
全
教

が
主
催
す
る
沖

縄
で
の
学
習
交

流
企
画
「
ゆ
い

ま
ー
る
」
へ高
知

県
か
ら
３
０
人
が

参
加
。
前
段
の

学
習
会
な
ど
の
取
り
組
み
の
中
で
仲
間

も
増
え
た
。
現
在
は
報
告
会
が
郡
市
各

教
組
へも
拡
が
っ
て
い
る
。

自
交
総
連
　
横
田
委
員

　 

ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
、
北
部

は
格
差
是
正
な

ど
を
会
社
に
迫

り
、
金
無
差
別

是
正
や
残
業
代

手
当
の
格
差
是

正
を
勝
ち
取
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
交
渉
が
出
来
た
こ
と
は
大
き
い
。
と
で

ん
ハイ
ヤ
ー
労
組
で
は
、
有
給
休
暇
の
不

払
い
で
裁
判
中
（現
在
は
判
決
が
出
、
被

告
側
が
控
訴
し
て
い
る
）。
こ
れ
か
ら
は

自
治
体
への
交
渉
も
検
討
し
た
い
。

県
労
連
・
金
子
　(

医
労
連
で
発
言)

　 

昨
年
は
２
つ
の

組
合
が
結
成
さ

れ
た
。
産
別
と

地
域
労
連
の
連

携
の
中
で
生
ま

れ
た
組
合
。
家

族
に
拡
大
の
対

象
者
は
い
な
い
か
な
ど
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
も
県
労
連
内
で
情
報
交
流
が
出
来

る
場
も
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
。

こ
う
ち
生
協
労
組
　
中
谷
委
員

　
昨
年
は
正
規
・

定
時

・
専
任
で

同
月
数
の
回
答

を
引
き
出
し
た
。

仕
事
内
容
や
責

任
は
一
緒
な
の

に
、
職
種
が
違

う
だ
け
で
隣
の
仲
間
が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
い
う
の
は
放
っ
て
は
お
け
な
い
。
分
会

か
ら
要
求
を
練
り
上
げ
て
春
闘
を
闘
っ

て
い
く
。

高
教
組
　
竹
島
委
員

　
ス
ポ
ー
ツ
選
考

と
い
う
特
別
選

考
で
年
度
途
中

に
教
員
を
採
用

す
る
。
そ
れ
は

教
育
免
許
が
な

く
て
も
い
い
。
そ

れ
を
５
人
も
採
用
す
る
。
今
年
の
教
員

採
用
は
３
５
人
。
こ
れ
で
は
現
場
の
臨

時
教
員
は
希
望
も
持
て
な
い
。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
　
小
松
委
員

　
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
５
２
％

が
パ
ワ
ハ
ラ
を
感

じ
、
６
３
％
で

自
腹
営
業
が
あ

る
こ
と
が
判
明

し
た
。
１
７
春

闘
で
は
、
３
６
協
定
の
特
別
条
項
廃
止

を
要
求
。
現
在
ス
ト
ラ
イ
キ
１
票
投
票

を
行
っ
て
い
る
。

県
国
公
　
杉
本
委
員

　
１
月
に
春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
、

５
つ
の
地
域
で
も
春
闘
討
論
集
会
を
開

催
。「
ビ
ク
ト
リ
ー
マ
ッ
プ
」で
県
内
企
業

の
内
部
留
保
を
明
ら
か
に
し
、
大
幅
賃

上
げ
の
世
論
を

高
め
て
い
き
た

い
。
県
議
会
への

意
見
書
採
択
を

目
指
し
て
要
請

行
動
も
実
施
し

て
い
く
。

県
労
連
・
八
木
　(

須
崎
労
連
で
発
言)

　
昨
年
か
ら
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
須
崎
労

連
で
も
開
設
。

地
域
労
連
と
し

て
地
域
に
目
を

向
け
た
活
動
を

進
め
て
い
る
。
戦
争
法
廃
止
の
取
り
組

み
も
須
崎
地
域
で
進
め
、
１
９
日
集
会

も
継
続
し
て
い
る
。

土
佐
清
水
労
連
　
坂
下
委
員

　
こ
の
間
、
戦
争

法
廃
止
の
集
会

や
医
療
生
協
と

共
催
の
何
で
も

相
談
会
、
春
闘

学
習
会
や
ビ
ラ

配
り
な
ど
を
土

佐
清
水
労
連
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
議
は
毎
月
開
催
と
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ー

ル
で
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
、
配
布
物

を
確
実
に
卸
す
な
ど
し
て
、
土
佐
清
水

労
連
と
し
て
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

中央委員会の様子
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労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

 

月
号

３

　 

２
０
１
６
年
は
、
２
９
１
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、

賃
金
・
残
業
代
未
払
い
７
２
件
、
パ

ワ
ハラ
・セ
ク
ハラ
・い
じ
め
４
２
件
、
労

働
時
間
・
休
日
３
７
件
、
解
雇
・
雇

い
止
め
２
２
件
、
退
職
１
５
件
、
労

働
契
約
違
反
２
０
件
、
労
災
１
５

件
、
社
会
・
雇
用
保
険
１
４
件
、
組

合
結
成
・加
入
１
３
件
、
労
働
条
件

切
り
下
げ
９
件
、
メ
ン
タ
ル
不
全
・疾

患
８
件
、
配
置
転
換
７
件
、
倒
産

１
件
、
そ
の
他
１
６
件
で
し
た
。
こ

の
１
年
間
、
労
働
相
談
を
通
じ
た
新

規
労
働
組
合
結
成
は
４
組
合
で
、

各
県
労
連
加
盟
組
織
への
加
盟
（全

体
）
は
４
４
人
で
し
た
。

　 

近
年
、
相
談
件
数

（順
位
）
の

１
位
～
２
位
を
占
め
て
い
た
解
雇
・

雇
い
止
め
を
め
ぐ
る
相
談
が
減
少
し
、

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
や
違
法
労
働
を
含
む

長
時
間
労
働
・
休
暇
、
退
職
引
き

留
め
な
ど
を
め
ぐ
る
相
談
が
従
前
よ

り
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
過
労
死
や

過
労
自
殺
に
つ
な
が
る
よ
う
な
深
刻

な
相
談
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
①
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で
働
く
３
０
代
の
女

性
か
ら
は
、
店
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
う
つ

病
に
な
り
死
に
た
い
と
思
う
毎
日
が

続
い
て
い
る
、
②
電
気
設
備
会
社
で

働
く
５
０
代
男
性
か
ら
は
、
人
手
不

足
に
な
り
１
カ
月
１
０
０
時
間
以
上

の
残
業
を
し
て
い
る
。
勇
気
を
ふ

る
っ
て
会
社
に
改
善
を
求
め
た
が
こ
の

程
度
の
仕
事
で
、
死
ぬ
人
間
は
い
な

い
と
一
蹴
さ
れ
た
。
不
払
い
残
業
も

あ
り
、
労
働
基
準
監
督
署
に
告
発

し
た
い
が
会
社
に
知
ら
れ
る
の
が
怖

く
て
告
発
で
き
な
い
と
い
う
相
談
で

す
。

　 

２
９
１
件
の
相
談
の
中
で
労
働
組

合
を
作
り
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
問
題

解
決
で
き
そ
う
な
事
案
も
あ
り
ま

し
た
が
働
く
仲
間
が
職
場
で
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
れ
て
い
る
な
か
で
使
用
者
を
怖

が
っ
た
り
、
連
帯
意
識
や
権
利
意
識

の
希
薄
さ
か
ら
労
働
組
合
加
盟
に
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
の
職
場

に
も
共
通
す
る
働
く
仲
間
の
悩
み

や
不
満
、
困
り
ご
と
の
問
題
解
決

に
あ
た
っ
て
は
労
働
組
合
が
そ
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　 

１
７
年
春
の
組
織
拡
大
・強
化
月

間
で
、
改
め
て
労
働
組
合
の
大
切
さ

や
必
要
性
を
未
組
織
の
仲
間
に
伝

え
、
飛
躍
的
に
組
織
拡
大
を
前
進

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
（樫
原
正
彦
）

 雇用共同アクションがネッ署名開始

　全労連などでつくる雇用共同アクションが、ネット署名「８

時間働いたら帰る、暮らせるワークルールをつくろう。」に取

り組んでいます。

　携帯電話で右のQRコードから

　　　　　　ネット署名にご協力ください。

　　　【URL】　http://bit.ly/2jv3MSR

自
治
労
連
　
吉
田
委
員　

組
合
で
は
政
治

の
話
が
出
来
な

く
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

自
治
労
連
で
は
、

政
治
教
育
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
組
合
員
に
対
す
る

情
報
提
供
を
し
っ
か
り
行
い
、
主
権
者

意
識
を
育
て
て
い
く
。

高
知
一
般
　
前
田
委
員　

土
佐
食
支
部

は
今
年
で
２
年

目
を
迎
え
た
。

本
社
会
議
室
の

使
用
、
一
時
金

１
ヵ
月
、
時
給

制
か
ら
の
月
額

賃
金
制
への
以
降
を
勝
ち
取
っ
た
。
組

合
と
地
域
を
民
主
化
さ
せ
て
い
く
。
ま

た
、
全
労
連
の
全
国
一
律
最
賃
制
度

を
目
指
す
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組

み
、
署
名
１
０
０
０
筆
を
目
指
す
。

福
祉
保
育
労
　
山
下
委
員　

こ
の
間
、
要
求

書
を
み
ん
な
で

議
論
す
る
中
で

組
織
拡
大
が
５

人
あ
り
、
過
半

数
を
回
復
し
た

職
場
が
あ
る
。

要
求
の
中
心
は
賃
金
問
題
と
退
職
共
済

の
切
り
下
げ
。
２
２
０
０
万
円
も
ら
え

る
は
ず
の
労
働
者
が
０
円
に
な
る
。
少

し
で
も
油
断
す
る
と
ど
ん
な
こ
と
で
も

や
っ
て
く
る
の
が
安
倍
政
権
。
公
的
な

保
育
制
度
を
民
間
に
渡
し
て
い
く
流
れ

を
創
り
出
し
、
憲
法
を
空
洞
化
さ
せ
て

い
る
。

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

組
合
で
無
期
雇
用
へ
！

　 
３
月
６
日
、
県
労
連
・
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
は
全
国
一
斉
の
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
県
労
連
と
須
崎
労
連
の

２
ヵ
所
で
電
話
相
談
の
窓
口
を
開
設
し

ま
し
た
。
Ｒ
Ｋ
Ｃ
が
取
材
に
訪
れ
、
相

談
は
１
０
件

（県
労
連
９
件
、
須
崎
労

連
１
件
）
で
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
地

域
に
相
談
窓
口
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

ホットラインの様子
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
４
月
７
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
９
４
号
の
答
え
は
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

内
村　

達
也　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

西
山　

 

潤 

　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

岡
村　

彩
世　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①集まり　③目の

上のたん○○　

⑤気品の高い男

子　⑦心丈夫　

⑨力強くすぐれて

いる。 ○○大、

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
追
っ
て
書
き
　

②
異
な
る
宗
教
の
信
者
　
③
好

き
な
食
べ
物
　
④
○
○
は
食
わ

ね
ど
高
楊
枝
　
⑥
内
助
の
○
○
　

⑧
軽
度
の
対
。
―
―
の
や
け
ど
　
⑪

分
数
で
分
母
の
上
に
あ
る
数
　
⑫

○
○
を
大
に
し
て
言
い
た
い
　
⑬
土

用
の
○
○
の
日

○○姿、 ○○弁　

⑩米○○、豆○○

　 ⑫ 下 等 の 対 。

――戦術　⑭○○

の敵を長崎で討つ

　⑮男子の尊称。

淑女の対

川柳コーナー
高
知
県
　
威
信
を
か
け
た
　
維
新
博

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○ 「過労死シンポ」 の記事、 １面の 「自治体キャラバン」 の記事、

思わず読んでしまいました。 活動に頭が下がります。 ご苦労様で

す。 そして 「針路」 にあった、 世の中捨てたもんじゃない～にも、 大

いに共感！私の身近な人達も 「子ども食堂」 に関わっています。 私

も、 何かのお役に立てるよう、 考えています…。 しかし、 社会保障

や労働政策の貧困な国になったもんだ×××。 自治労連 （Ｓ･Ｍ）

〇命以上の仕事！そんな仕事はありません！新採の教師が全国で４

７名も自殺しているという話を耳にしてビックリ！子どもが好きで教え ・

学び合うことが好きで教職をめざしたであろう若者が、 なぜそのような

道を選ばなければならないほど、 追いつめられるのか？？？？なん

だかつらい世の中です。 香美教組 （Ｍ ・ Ｙ）

〇初めて送ってみました。 ちらちら気になっていたクロスワード…やっ

てみると結構おもしろかったです☆自治労連 （Ｉ ・ Ｙ）

櫻
井
く
ん
　
ワ
イ
ド
シ
ョ
ウ
に
　
嵐
呼
ぶ

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○四万十町長との懇談の様子が機関紙にのっていました。うちの職労

もがんばっているなぁと改めて感じました。 給料を下げさせないようこ

れからもがんばってほしいし、 協力し合いたいと思います。 自治労連

（Ｏ ・ Ａ）

○いつも楽しみに読んでいます！１９４号の過労死シンポの報告記事

を読んで 「もし、 自分の家族や仲の良い友人がそのような状況になっ

たら…」 と想像しただけでも、 とても苦しい気持ちになりました。 日々

の生活に追われる毎日ですが、 職場環境についてもっと考えていくこ

とが大切だと感じました。 自治労連 （Ｕ ・ Ｔ）

共謀罪の提出阻止を！

　 

３
月
２
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
に
て

「
共
謀
罪
の
怖
さ
を
一
か
ら
知
る
」
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
は
「
高

知
憲
法
会
議
」「
高
知
県
労
連
」
な
ど

４
団
体
。
講
師
は
、
田
中
肇
氏

（高

知
短
大
元
教
授
）
。

　 

安
倍
首
相
は
、
過
去
３
回
廃
案
に

な
っ
た
「
共
謀
罪
」
で
は
な
く
「
テ
ロ

等
準
備
罪
」
と
言
い
、
こ
れ
が
な
け
れ

ば
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
が
出

来
な
い
と
う
そ
ぶ
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
テ
ロ
対
策
の
１
３
本
の
条
約
は
す

で
に
批
准
し
て
い
ま
す
。
共
謀
罪
は
、

特
定
秘
密
保
護
法
や
通
信
傍
受
法
と

と
も
に
、
国
民
の
知
る
権
利
や
言
論

の
自
由
、
結
社
の
自
由
を
奪
い
、
国

民
主
権
や
民
主
主
義
を
破
壊
し
、
戦

わ
が
妻
は　

首
相
夫
人
と
い
う
私
人

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

学習会を実施！！

争
を
す
る
国
へと
日
本
を
変
質
さ
せ
る

も
の
で
す
。

　 

共
謀
罪
を
国
会
に
提
出
さ
せ
な
い
よ

う
、
今
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。
共
謀

罪
反
対
の
署
名
や
行
動
を
起
こ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

県
労
連
青
年
部
学
習
交
流
会
の
ご
案
内

【
学
習
会
】
４
月
１
日

（土
）
１
３
時
～

【
場   

所
】
高
知
城
ホ
ー
ル
３
階

【
交
流
会
】
４
月
１
日

（土
）
１
５
時
～

【
場   

所
】
高
知
城
二
ノ
丸
周
辺

【
参
加
費
】
２
０
０
０
円

　学習会は生計費シュ

ミュレーションで最低賃

金の在り方を学びます。

ぜひご参加ください。

学習会の様子

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。


